
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   2030年はどんな未来に… 

 校 長  遠藤 清美 

 

６月と言えば梅雨入りが代名詞でしたが、今年度は近畿・東海地方は 21日も早く５月に

梅雨入りをし、年々夏の訪れが早くなっているようです。 

実際気象情報で見聞きする「平年」の基準が、５月 19日に変わりました。平年値は 10 

年に一度更新されているそうですが、気象庁の公表データによると、横浜の気温は年平均

で 0.4 度高くなり、「平年並みの暑さ」と言ってもこれまで以上に気温が高くなっていま

す。そこでマスク着用の今年の夏は、今まで以上に熱中症対策を講じなければいけないと

感じています。 

このような異常な暑さは、温暖化が影響していることはご存じのことと思います。人類

が作り出した問題は自分達で解決しなければなりません。本校の６年生は、総合的な学習

の時間を活用して SDGs（持続可能な開発目標）について学ぼうと取り組んでいます。SDGs

の基本理念「誰ひとり取り残さない」を理解し、一人一人が興味・関心をもったテーマに

ついて調べ、さまざまな社会的課題解決にどう向き合っていけばよいのかを考えていきま

す。子ども達ならではの柔軟な発想を活かして、行動を起こしていく学びを経験すること

で、自分達の未来は自分達で作るという態度を養うとともに、今年度、本校が重点的に取

り組む『発信力』も育てていきたいです。 

６月 30日には「よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト」の磯子区審査会が実施さ

れます。その選考を兼ねて６月４日に「校内スピーチコンテスト」を行います。 

横浜教育ビジョン 2030で定めた「横浜の教育が育む力」の“未来を開く志”（グローバ

ルな視野をもち、持続可能な社会の実現に向けて行動する力）を育てていくために、保護

者や地域の皆様にもご協力いただくことがあるかと思います。その際はどうぞよろしくお

願いいたします。今後の子ども達の活動は、皆様にも発信していきたいと思います。 

【学校教育目標】自分のよさに気付き、相手の気持ちを大切にしながら、ともに高め合って生きる 
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